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4

募
集
期
間　

2
月
18
日
㈭
〜
3

月
1
日
㈪

閲
覧（
配
布
）
場
所　

市
役
所

4
階
企
画
課
、
１
階
市
民
コ
ー

ナ
ー
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、

意
見
を
提
出
で
き
る
方　

市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
に
ご
記
入
の
上
、　  

・

　

・　

 

、
企
画
課
へ
持
参

上
宝
ふ
る
さ
と
歴
史
館
特
別
展

「
奥
飛
驒
の
チ
ョ
ウ
」写
真
展

　
「
奥
飛
驒
地
域
に
生
息
す
る

チ
ョ
ウ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別

展
で
す
。
写
真
や
標
本
の
展
示

が
あ
り
ま
す
。

期
日　

3
月
21
日
㈰
ま
で（
毎
週

月
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

上
宝
ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
上
宝
町
本
郷
）

※
市
民
の
方
は
入
場
無
料
で
す
。

上
宝
支
所
地
域
振
興
課

０
５
７
８-

86-

　

２
１
１
１

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

（
岐
阜
地
方
裁
判
所
内
）

０
５
８-

２
６
２-

　

５
２
６
３

問
合
先

問
合
先
市
文
化
協
会

34-

6
5
5
0

問
合
先

問
合
先
ふ
る
さ
と
体
験
飛
驒
高
山

68-

3
0
2
0

第
12
回

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

続「
郷
土
の
文
学
碑
」展

　

故
中な

か

舎や

高た
か

郎お

さ
ん
が
執
筆
さ

れ
た「
飛
驒
の
文
学
碑
遍
歴
」を

も
と
に
、
国
分
寺
境
内
の
他
の

文
学
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日　

2
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

（
21
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

場
所　

市
図
書
館「
煥
章
館
」

（
馬
場
町
2
）入
場
無
料

「
雪
・
氷
・
山
林
」

ひ
だ
朝
日
の
冬
の
山
里
文
化

体
験

　

ふ
る
さ
と
体
験
飛
驒
高
山
で

は
、
か
ま
く
ら
づ
く
り
や
鈴
蘭

高
原
の
か
ん
じ
き
散
策
な
ど
、

朝
日
町
の
冬
を
存
分
に
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

2
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰

の
１
泊
2
日

場
所　

旧
秋
神
小
学
校
集
合
〜

氷
点
下
の
森
〜
宿
泊
〜
鈴
蘭
高

原
な
ど（
現
地
集
合
・
解
散
）

参
加
料　

７
、８
０
０
円（
１
泊

3
食
、
体
験
料
、
保
険
料
込
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
で
す

定
員　

15
〜
20
家
族
程
度

冬
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
こ
と

が
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、

検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か

け
な
か
っ
た
こ
と
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機

関
と
し
て「
検
察
審
査
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
や
審
査
の
申
立
て
に

費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の

審
査
員
が
審
査
を
行
い
ま
す

が
、
審
査
員
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
中

か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
審
査
員
に
選
ば
れ
た

と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と

し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご存じですか？

検察審査会

る
移
動
手
段
の
確
保
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
、
環
境
負
荷
の
軽

減
な
ど
、
公
共
交
通
に
対
す
る

需
要
や
必
要
性
の
高
ま
り
を
受

け
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
持
続

可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
山
市
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
案
」の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

市
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
企
画
課
内
）

35-

3
1
3
1

　
　

35-

3
1
7
4

問
合
先

　

市
公
共
交

通
活
性
化
協

議
会
で
は
、
市

民
生
活
に
お
け

高
山
市
公
共
交
通
連
携
計
画
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

FAX

始まりました！
消費者ホットライン（消費者相談ダイヤル）
　消費者ホットラインとは、消費生活相談をどこにかけ
たらよいのか分からない方の、最初の一歩をサポートす
るものです。全国共通の相談ダイヤルを通じて、最寄
りの相談窓口につながります。
電話番号

０５７０－０６４－３７０
仕組み
①消費者ホットラインに電話すると、ご自身の郵便番号
　やお住まいの地域を選択するガイダンスが流れます。
②ガイダンスにしたがって操作すると、最寄りの相談窓
　口につながります（この段階からの電話使用料は自己
　負担です）。

（年末年始を除いて原則毎日利用できます）

平日は、市役所「消費
生活相談窓口」でも相談
を受付ています。

守 ろ う よ 　  み ん な を ！

市民活動推進課
235-3412問合先


